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　来る10月20日（日）保健福祉センターひだまりにおいて、市・障害者互助会との共催事
業「ひだまりフェスタ」を開催します。この事業は「ひだまり」や各種協力団体の活動な
どを広く紹介し、市民のみなさまに参加していただくことで、共に支えあうまちづくりに
ついて考えたり、健康づくりについての意識の向上を図ることを目的として実施します。

赤い羽根共同募金運動にご協力お願いします
10月1日～12月31日
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ひだまりフェスタ当日におもちゃ病院を開設します。くわしくは、６ページをご覧ください



　鳥羽市共同募金委員会（鳥羽市社会福祉協議会）では年間を通して、羽毛布団・
ダウンジャケットの回収をしております。各家庭で不要になった羽毛製品がありま
したらお届けください。都合により持ち込みが困難な場合は、引き取りに伺います
ので、連絡してください。

　わたしたちは、鳥羽の町から羽毛製品を回収し、中身の羽毛をリフレッシュ（洗浄）
させることで資源の有効活用を目指しています。再利用することで二酸化炭素の排出を
削減できます。

環境

鳥羽市大明東町2番5号 保健福祉センターひだまり
鳥羽市共同募金委員会（鳥羽市社会福祉協議会）
TEL：0599－25－1188

事 務 局

雇用

募金

環境を守ることができます。

　わたしたちは、障がい者の就労現場を中心とした、羽毛リサイクルのしくみを構築し
ます。障がい者の自立・共生・共働を支える取り組みで、日本全国に支援の輪を広げる
活動を行っていきます。

障がい者の仕事が生まれます。

　羽毛リサイクルの収益金は、赤い羽根共同募金を通じて、じぶんの町の福祉を良くす
る取り組みに活用されます。使わなくなった羽毛布団が、じぶんの町を良くする寄付に
変わっていきます。

町を良くする寄付に変わります。

ダウン率
50％以上

穴が　　　
あいている 汚れている

注意！
綿布団は
回収できません。

回収された羽毛製品が募金になり、赤い羽根共同募金を通じて

じぶんの町に使われる仕組みがあります。

回収された羽毛製品が募金になり、赤い羽根共同募金を通じて

じぶんの町に使われる仕組みがあります。

羽毛製品が募金になります羽毛製品が募金になります

　使わなくなった羽毛製品を回収して羽毛をリサイクルさせることで、『羽毛の安定
供給』や『環境の保全』、『障がい者の就労支援』などに貢献します。あわせて近年募金
額が減少している「赤い羽根共同募金」へ寄付され、鳥羽市の福祉のまちづくりや、
地域での福祉活動の振興に活用します。

令和元年１０月１日
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一日福祉体験教室

ふれあいいきいきサロン

ひだまりフェスタ

　共同募金運動が10月１日から12月31日まで全国一斉に行われま
す。みなさまから寄せられた募金は民間福祉施設・団体等に配分
され、施設整備や福祉団体の育成に役立てられたり、地域での福
祉活動の振興に活用されます。だれもが住み慣れた地域で安心し
て暮らすことができる地域福祉づくり実現のため、本年も多くの
方々のご理解とご協力をお願い申し上げます。平成30年度の共同
募金運動は、みなさまのあたたかいご支援・ご協力により約214万
円寄せられました。この共同募金により社会福祉協議会では次の
事業を行いました。みなさまのご協力に感謝申し上げます。

共同募金配分金事業
高齢者福祉事業
 ■ 離島地区を中心とした無料マッサージ事業
 ■ 鳥羽市老人クラブ連合会への助成
障がい児・者福祉事業
 ■ 鳥羽市視覚障害者福祉会への助成
児童・青少年福祉事業
 ■ 子育て応援！！ ０,  １,  ２,  ３サークル
　への助成
 ■ 福祉協力校での福祉教育推進事業
母子寡婦福祉事業
 ■ 鳥羽市母子寡婦福祉会への助成
ボランティア福祉事業
 ■ 鳥羽おもちゃ病院への助成
 ■ ボランティア団体への活動助成
地域福祉事業
 ■ ふれあいいきいきサロン事業（高齢者・子育て）
 ■ ひだまりフェスタの開催
 ■ 児童健全育成野球大会への助成
 ■ 無料貸出用車いす整備事業

福祉奉仕団体はまゆう会
（高齢者昼食交流会“さくらまつり”での会員及び地域の高齢者との交流会）
　毎年開催している鳥羽市保健福祉センターひだまりでの
高齢者昼食交流会“さくらまつり”を楽しみにしていると
の声を頂き嬉しく感じております。今年も天気に恵まれ満
開の桜を見ながらはまゆう会の会員とご参加頂いた市民の
方が交流をしました。今後も皆様と共にいつまでも元気で
笑顔でありたいと思っておりますので、活動を応援して下
さる赤い羽根共同募金と皆様には感謝しています。

ありがとうメッセージありがとうメッセージありがとうメッセージ
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福祉ウェーブ
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一日福祉体験教室一日福祉体験教室
 社会福祉協議会では、小中学生を対象に夏休みの期間を利用して、福祉体験教室を
実施しています。今年度もボランティア団体、介護保険事業所、保育所、幼稚園等の
協力を得て実施しました。

かもめ幼稚園体験教室

防災教室

　８月６日、相差の子育てサロンでの体験教室
でした。保護者の方と乳幼児と兄弟と一緒に遊
びました。また、子育て応援０,１,２,３サークル
に協力頂き、保護者の皆さんと新聞紙を使って
ゲームをしたり、サロンに来た子ども達とパラ
バルーンで遊んだりしました。最初は緊張して
いた体験教室参加生徒の皆さんも、時間ととも
に子ども達と打ち解けていました。

相差子育てサロン体験教室

　８月５日ひだまりにて日本ＦＰ協会（ファイナン
シャル・プランナーズ協会）の協力で、子どもの時
からお金の大切さを知り、金銭感覚をボードゲーム
を通して学ぼうという講座を行いました。　　
　講師の生川先生からは「ゲーム中の判断は自分で
すること」と指導を受けたので、参加者は悩みなが
らも、他者の助けを借りずにゲーム内でのお金の使
い道を考えていました。

金銭教育～みんなで考えようお金のこと！

※７月２７日、鳥羽マリンターミナル周辺で行う予定であった、鳥羽クリーン作戦は台風接近のため中止となりました。

認知症サポーター
養成講座

市民ふれあいボランティア祭り

安楽島保育所体験教室

市内各事業所デイサービス体験

子育て応援！！
０,１,２,３サークル体験教室

　７月３１日、ひだまりにて親子防災教室を実施
しました。防災を学ぶことで助け合いの心を育み、
これからの地域を担う子ども達の防災力向上を目
的として実施しました。
　今年は日本赤十字社三重支部より講師に来てい
ただいて、救急救命法の講義をうけました。ＡＥＤ
の使用法や人形を使っての心臓マッサージなどは
小学生の児童には少し難しかったですが、中学生
の参加者がアドバイスしながら、助け合って行い
ました。午後はＨＵＧ講習を行いました。これは
災害時に避難所を運営するシュミレーションで、
本来は大人が参加するものですが、教室に参加し
た小中学生は柔軟な発想で取り組んでいました。

　７月２９日、この日は園児たちの大
好きなプール遊びがあり、一番年長の
クラスは鳥羽市の市営プールで、他の
クラスは幼稚園のビニールプールで水
遊びをしました。一緒に遊ぶだけでな
く、ビニールプールの清掃など、裏方
の仕事も体験しました。

　８月１日、２２日、２３日の３日間、保
健福祉センターひだまりにて乳幼児との
ふれあい体験を行いました。
　初対面の小中学生とあって、小さな
子ども達は緊張していましたが、すぐ
に打ち解けて仲良くなっていました。
サークルの保護者の方も見守りの手が
増えて安心して参加しておられました。

　８月２３日、安楽島保育所で園児
とのふれあいや保育体験を目的とし
た体験教室を実施しました。１歳か
ら５歳児クラスに分かれ各クラスの
先生の指導の下、保育体験をしまし
た。
　室内での遊びに体験教室の参加生
徒も加わりましたが、保育園児の元
気を分けてもらっているようでした。

　今年も市内の介護保険事業所と障がい者福祉事業所
に依頼し、福祉事業所体験にご協力いただきました。
障がい者福祉事業所１か所と介護保険事業所４か所に
計７名の小中学生を受け入れていただきました。

　８月１８日、ひだまりにて市民ふれあ
いボランティア祭りを実施しました。市
内のボランティア、福祉の団体、市民が
交流してボランティア活動の啓発を行う
催しです。
　体験教室参加者はボランティア団体の
活動体験コーナーをお手伝いしつつ、自
分たちでも体験し、鳥羽市のボランティ
ア、障がい者福祉事業所との交流を体験
しました。

　８月７日、認知症サポーター
養成講座を開催しました。市の
包括支援センターより、講師に
来ていただき認知症について学
びました。講座修了の印にオレ
ンジリングをもらいました。

令和元年１０月１日
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え
ま
す
。

　

現
在
16
地
区（
９
月
末
現
在
）開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
２
回
目
を
実
施
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
く
し
く
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
ト
ー
ク
」
が
必
要
な
理
由

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
20
年
後
に
は
鳥
羽
市
の
人
口
が
約

１
８
，
０
０
０
人
か
ら
約
１
０
，
０
０
０

人
ま
で
減
少
、
高
齢
化
率
が
50
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
と
推
測
さ
れ
る
中
、
今
か
ら

地
域
で
支
え
合
っ
て
い
く
し
く
み
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
ト
ー
ク
」で
住
民
の
声
を
聞
く
と
、

「
住
民
同
士
の
交
流
が
な
い
」「
空
き
家
が

多
く
な
り
、
近
所
で
話
す
人
が
い
な
い
」

「
交
通
が
不
便
」「
子
ど
も
会
や
婦
人
会
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
伝
統
行
事
が

出
来
な
く
な
っ
た
」
な
ど
の
地
域
の
困
り

ご
と
に
よ
り
、
以
前
に
比
べ
楽
し
い
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
住
み
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
人
、
困
っ
た
こ
と
を
相
談
出
来
ず

に
い
る
人
が
み
え
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

現
状
維
持
で
20
年
後
を
迎
え
る
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
地
域
の
持
続
を
今
か
ら
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
基
本
的
に
は
小
学
校
区
を
一
つ
の

圏
域
と
し
、
公
共
施
設
等
の
拠
点
を
中
心

に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ち
ト
ー
ク
」
の
開
催
を
承
り
ま
す

　

今
年
度
対
象
地
区
で
な
く
て
も
、
開
催

希
望
が
あ
れ
ば
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
話
し
合

い
の
場
作
り
の
お
手
伝
い
や
、
地
域
で
取

り
組
み
た
い
こ
と
も
相
談
に
乗
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　鳥羽市ボランティアセンターでは、ひだまりフェスタの中で鳥羽おもちゃ病院を
開催し、子ども達のこわれたおもちゃを修理します。

　今回の、ひだまりフェスタ内での鳥羽おもちゃ病院の開催以外にも、鳥羽おもちゃ
病院は、毎月第４土曜日に、鳥羽市保健福祉センターひだまりの１階作業活動室にて
午前１０時～午後４時まで活動をしていますのでその際にもお気軽にお尋ねください。

⒈開催日時
　１０月２０日㈰　午前１０時～午後２時３０分まで
⒉場　所　保健福祉センターひだまり
　　　　　１階ラウンジ
⒊修理受付について
壊れたおもちゃを持参していただき、修理受付票
（おもちゃ１点につき１枚）を記入、おもちゃと
一緒に提出してください。

⒋治療費　基本的には無料ですが、交換部品などを使用す
る場合には部品代の実費をいただきます。

⒌その他　故障内容やおもちゃの種類によっては、修理で
きないものもあります。
また、部品の取り寄せや、重病の場合等は、日数
がかかる場合もありますのでご了承ください。
その場合は、修理完了後連絡しますので、改め
て引き取りに来ていただくことになります。

募集
一日おもちゃ病院の開催について（無料のおもちゃ修理）

子どもさん達の
見学・体験大歓迎です

「まちトーク」の様子　

20 年後に向けて
　みんなで話し合う場
　　　「まちトーク」知ってますか？

20年後に向けて
　みんなで話し合う場
　　　「まちトーク」知ってますか？
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暮らし相談支援センターとば
（鳥羽市社会福祉協議会内）

〒５１７－００２２　鳥羽市大明東町２－５
保健福祉センターひだまり１階

電　話 ０５９９－２５－１１８８　
ＦAＸ ０５９９－２５－１１１７
メール kurashi@toba-shakyo.or.jp

【相談受付日】
　毎週月曜日～金曜日
　（土日祝日、12月29日～1月3日は除く）
　８時30分～17時15分（窓口は17時まで）

相談は無料、秘密は厳守します！

相談（入口） サポート 自立（出口）

就労や家計に
悩んでいる原因

一人ひとりに
あった支援

一人ひとりの
出口へ

・生活のリズムづくり
・就労の準備や就職支援
・福祉的支援（制度利用 など）
・家計の見直し など

課題の整理
と把握

課題の整理
と把握

専門支援

一緒に問題解決の計画を立てます
多重債務や家計・消費生活に関する相談に応じます
ハローワークとも連携し仕事を探すお手伝いをします

自立相談
支援

子どもの
学習支援

家計相談
支援

就労準備
支援

　長引く景気の低迷により失業や非正規雇用、低収入などが急増し、働ける世代の生活保護受給者
が増加しています。たとえば、「突然病気になった。」「交通事故をおこしてしまった。」など、誰もが
思わぬことで生活の歯車が狂ってしまい生活困窮に陥る可能性があります。
　また、単身世帯やひとり親世帯の増加、近所づきあいの希薄化などによる社会的孤立によって
誰にも相談できない状況も広がっています。
　「暮らし相談支援センターとば」では、経済的な問題、心身の問題、家庭の問題などさまざまな
問題に対応し、一人ひとりが自立した生活を送れるように支援するための相談窓口です。お一人で
悩まず、まずはご相談ください。

こんなこと
ありませんか

どこに相談すれば
いいかわからない

なかなか仕事が
みつからない

家賃が払えず家を
出なければならない

ずっと働いていないので
就職が心配

家族が
ひきこもっている

収入より多く
借金がある

あなたの抱えている生活の

　　不安 や 心配 を ご相談 ください
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総合相談案内 子育てサロン

編集・発行：社会福祉法人　鳥羽市社会福祉協議会
〒 517-0022　鳥羽市大明東町 2-5  
ＴＥＬ 0599（25）1188　ＦＡＸ 0599（25）1117
ホームページ　http://www.toba-shakyo.or.jp
メール soumu ＠ toba-shakyo.or.jp

趣味創作型デイサービス
利用料はすべて１００円です。（ただし、お茶・お花・陶芸に
ついては別途材料費が必要となります）
講座内容 開催日（土曜日） 時　間 対　象
囲碁・将棋

 ５ 日・12日 １０時～１５時

６０歳以上
の元気な方

カ ラ オ ケ
お 茶  ５ 日

１０時～１２時着 付 12日
絵 手 紙  ５ 日・12日
太 極 拳  ５ 日・12日 １０時～１１時

子育てをしているみなさんの仲間づくりとリフレッシュを目的
に、子育てサロンを開催しています。お気軽にご参加ください。

会　場 開催日 時　間 対　象

相 差 女 性 活 動
セ ン タ ー

 １ 日㈫
15日㈫

１０時～
　１２時

子育て中の
保護者の方と
そのお子さん菅島コミュニティ

ア リ ー ナ ２ 階
毎週水曜日

相談時間はお一人様30分で無料です。お電話にて事前にご予約ください。
心配ごと相談は予約のあるときのみ開催、３日前までにご予約ください。
種　類 開催日 時　間 内　容

公証人相談 10日㈭

13時～　
15時30分

公証人による遺言の作
成・各種契約書の作成
に関する相談

心配ごと相談 17日㈭ 民生委員による一般的
な心配ごと相談

法 律 相 談 24日㈭ 弁護士による法律相談

行事カレンダー行事カレンダー10月10月
※日程は変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

お問い合わせ　 25－1188
　

ひ
だ
ま
り
フ
ェ
ス
タ
で
「
赤
ち
ゃ
ん

は
い
は
い
・
よ
ち
よ
ち
歩
き
レ
ー
ス
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
自
慢
の
お
子
さ

ん
・
お
孫
さ
ん
と
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
　
き　

令
和
元
年
１０
月
２０
日
㈰

　
　
　
　

午
前
１１
時
３０
分
～
１２
時

場
　
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

参
加
資
格

１
歳
前
後
の
は
い
は
い
・
よ
ち
よ
ち
歩

き
を
す
る
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

定
　
員　

１５
名
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

レ
ー
ス
優
勝
者
に
は
賞
品
が
、
参
加

者
全
員
に
は
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
知
的
障
が
い
者
の
方
や
認
知
症
高
齢
者

な
ど
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対
し

て
、
社
協
の
専
門
員
と
共
に
金
銭
の
管
理

や
、
福
祉
相
談
を
行
い
権
利
を
擁
護
す
る

「
生
活
支
援
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
業
務
内
容
と
し
て
は
、
月
１
回
か

ら
の
定
期
訪
問（
１
回
１
～
２
時
間
程
度
）

を
し
て
い
た
だ
き
左
記
の
業
務
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

業
務
内
容

❶
利
用
者
の
相
談
相
手
及
び
そ
の
助
言

❷
金
融
機
関
で
の
利
用
者
通
帳
か
ら
の

出
金
、
支
払
い

❸
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
公
共
料
金

及
び
病
院
代
等
の
支
払
い
。（
利
用
者

の
支
援
計
画
に
よ
っ
て
詳
細
は
異
な

り
ま
す
。）

応
募
資
格
　
20
歳
以
上

活
動
範
囲　

鳥
羽
市
内

報
償
費

１
時
間
の
活
動
で
８
７
３
円
の
給
与
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他

　

年
数
回
福
祉
、
人
権
擁
護
の
た
め
の
研

修
会
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※第３土曜日（１９日）は、ひだまりフェスタ設営準備のため閉館さ
せていただきます。ご了承ください。

赤
ち
ゃ
ん
は
い
は
い
・

よ
ち
よ
ち
歩
き
レ
ー
ス

参
加
募
集

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

生
活
支
援
員
募
集
　

　福祉ウェーブは、ボランティア団体「点訳・音訳奉仕グループつのぶえの会」にご協力して
いただき、テープ・ＣＤへ音訳をして視覚障がいの方に福祉の情報をお届けしています。

あたたかい善意をありがとうございますあたたかい善意をありがとうございます
以下のとおりご紹介いたします。
寄　付（福祉基金へ）
　　　　鳥羽ビルフィッシュトーナメント実行委員会　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　28,100 円
寄　贈　加茂小学校　様　　　　　　もち米３kg


